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1 原田大六『平原弥生遺跡－大日霎貴の墓』1991,上巻 p.58,64 
2 柳田康雄「伊都国の繁栄」『西日本文化』1998,p.9.10「平原王墓の性格」『東アジアの古代文化』99,1999, p.  
 5.9.11.12.13「方格規矩鏡の検討」『平原遺跡』前原市文化財調査報告書 70,前原市教育委員会 2000,ｐ.117 
3 奥野正男『邪馬台国の鏡』1982,p.237。また奥野氏は方格規矩鏡のＬ字文が通常の逆の左に折れると指摘し 
ていたｐ.236。後に研究を進めた福永伸哉『三角縁神獣鏡』大阪大学出版会 2005 において重要なヒントに 
 なっている。ｐ.46-68 





   
図 1曹操鏡 
  曹操鏡とされる方格規矩四神鏡 (図 1) は、梅原末治氏により「所謂王莽鏡に就いての疑問」
の中で紹介された7。鏡銘は次の通りである。 
 「作佳鏡哉真大好 上有山人不知老 渇飲灃泉飢食棗 浮游天下敖亖海 壽如王石為國保 子
萬歳 王今在魏」8 





                                                 
7 梅原末治『鑑鏡の研究』大岡山書店 1925,p.1-35 
8『西清続鑑』上海商務印書館 1911 甲 19,p.29 早稲田大学図書館所蔵 





大好 上有山人不知老 渇飲王泉飢食棗 浮游天下敖亖海 壽敝今石為家保」とある。図 211 
   
図 2 方格規矩四神鏡 18.8㎝ 
  また王綱懐氏の『漢鏡銘文圖集』下№330、336の二鏡（図 3、4）はともに作佳鏡哉で始ま




                                                 
10 岡村秀典「後漢鏡の編年」『国立歴史民俗博物館研究報告』55,1993 方格規矩四神鏡の項  
11『古鏡－その神秘の力－』川崎市市民ミュージアム,2015,p.34,図Ⅱ-62 
12 王綱懐『漢鏡銘文圖集』下,上海中西書局 2016,図№330,336 
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「昭是明鏡人快意 左龍右虎四時宜(置) 常保二親楽毋(無)事 長宜子孫家大富 與君相保常
相思」/東阿宮□/18 
 
                                                 
13 富岡謙蔵『古鏡の研究』臨川書店 1974,ｐ.219 
14 陳新会『史諱挙例』台湾文史哲出版社 1987,p.132 
15『鑑鏡の研究』上掲注 7,ｐ.12-14,  










                                                 
19 王綱懐『漢鏡銘文圖集』,上掲注 12,№315 
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23 渡部武『画像が語る中国の古代』平凡社 1991 第 9 章ｐ.236。 
24 周錚「規矩鏡応改称博局鏡」『考古』1987-12 
25 林巳奈夫『漢代の神々』臨川書店 1989 第 2 章「漢鏡の図柄二、三について」 
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26 奥野正男『邪馬台国の鏡』ｐ.237,上掲注 2。岡村秀典氏は四神を中心とした宇宙観の変容であるとして単な
る退化現象とみることを疑問視している。上掲注 9ｐ.48 
27 上掲注 2『平原遺跡』前原市教育委員会ｐ.117。本稿の図は子を真上に置いているので図 8 のように文字が 
  逆の場合がある。 
28『和泉市久保惣紀年美術館蔵鏡図録』1985 図版 23，『守屋孝蔵蒐集方格規矩四神鏡図録』京都国立博物館 
  1970,№35,梁上椿『巌窟蔵鏡』同朋舎出版 1989,№266 など。 
29 樋口隆康『古鏡』新潮社 1979,p.140 でも,前漢末から三国に及ぶと述べている。 
30『魏武故事』「十二月己亥の令」。参照；河合康三「曹操」『六朝詩人群像』大修館書店 2001,ｐ.14-19 



























                                                 
32 班固『漢書』郊祀志,中華書局 1962,4-p.1270-71 
33『漢書』王莽伝,同上 12-p.4113 
34 范曄『後漢書』光武帝紀中華書局 1965,1-p.27 注 1 
35『三国志』武帝紀,上掲注 9,p.13 注 
36 曹植「文帝誄」『新釈曹子建集』三民書局 2003,p.488 
37 曹丕「詔群臣」『曹丕集』4-18『曹丕集逐字索引』香港中文大学 2000,p.35-37 
38 蕭統『文選』巻 1 左太沖「魏都賦」上海古籍出版社 1986,1-p.290-291 
39 蕭吉『五行大義』古典研究会叢書,1989,漢籍 7,8 
40 参照；中村璋八『五行大義』明徳出版社,1975。同『五行大義校註』汲古書院,1984。『漢辞海』三省堂,2013,p49 
41 上掲注 32『漢書』99 王莽伝,中華書局版 12-p.4113 
42 三木太郎『古鏡銘文集成』新人物往来社 1998,ｐ.61 
43 笠野毅「中国古鏡の内包する規範」『日本民族文化とその周辺』新日本教育図書 1980,  p.605-611。閻淑珍 
 「灸療法における八木の火避忌」『陰陽五行のサイエンス』京都大学人文科学研究所 2011,p.168-69。三崎良 
  章『五胡十六国』東方書店 2012,p.172 
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 表 1 
五行 木 火 土 金 水 
五朝 秦 両漢 新・魏 晋 宋 
五経 楽 書 詩 礼 易 
五方 東 南 中央 西 北 
五時 春 夏 土用 秋 冬 
五獣 青龍 朱雀 麒麟 白虎 玄武 
五色 青 赤 黄 白 黒 
五数 八 七 五 九 六 
五金 錫 銅 金 銀 鉄 
五穀 胡麻 麦 米 黍 大豆 
五果 李 杏 棗 桃 栗 



















                                                 
44 王綱懐『漢鏡銘文圖集』上掲注 12,№305 
45 梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』1943,桑名文星堂,図版 4 
46 王綱懐『漢鏡銘文圖集』上掲注 12 №461 
47 後漢以降慣用句として用いたという指摘は三木氏による。上掲注 42 同頁 
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   図 10王綱懐『漢鏡銘文圖集』№305, 18.1㎝          図 11漢永平 7(64)年 七乳獣帯鏡 18.8cm 
                                       
樋口隆康氏の早期の研究によれば、尚方作鏡…渇飲玉泉飢食棗の文言を入れた銘文はＫ式に分
類されている48。このＫ式は当時調べた鏡面 1,184面のうち 201面が方格規矩四神鏡で、その中で
















                                                 
48 樋口隆康「中国古鏡銘文の類別的研究」『東方学』 7,1953,ｐ.3-7 



















 唐津桜馬場遺跡から出土した鏡（2 面のうち 1 面）も平原出土鏡と類似の方格規矩四神鏡であ
る。ここにやはり「尚方作鏡…飢食棗」と記している。これも魏の鏡の可能性が高いのではないか
と思われる。銘文は次のようにある。（図 13） 
   
   図 12 平原 1号鏡  23.4㎝          図 13 桜馬場（1） 佐賀県博 23.2cm  
「尚方作鏡真大好 上有仙人不知老 渇飲玉泉飢食棗 浮遊天下敖四三 徘徊名山採芝草 壽如
金石之國保兮」 
                                                 
51 唐･杜佑『通典』巻 27 職官 9 少府監,中尚署,中華書局 1988,p.759-760 
52 梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』上掲注 45,p.51-52。福永伸哉『三角縁神獣鏡の研究』上掲注 3,p.43-45 
53『三国志』少帝紀嘉平 6（254）年 10 月条上掲注 9,p.132 
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 文中敖四海が敖四三となっている。これを（1）とする。もう 1面には次のようにある。 
 「上大山 見神人 食玉英 飲澧泉 駕文龍 乗浮雲 長宜官」 
 一見して桜馬場（1）の鏡の画像および銘文が平原出土鏡と類似性をもつことがわかる。銘文は





























                                                 
54 岡崎敬･木下尚子「桜馬場遺跡」『末盧国』六興出版 1982,p.345 
55 高橋徹「桜馬場遺跡および井原鑓溝遺跡の研究」『古文化談叢』32,1994 
56 同上,p.95 注 41 

















  表 2 
  206pb 207pb 208pb 207pb 
  /204pb /206pb /206pb /204pb 
楽浪土城の銅鏃･銅器類 17.699 0.8758 2.1688 15.548 
平原鏡数値の平均値 17.621 0.8816 2.1763 15.531 
        表 3 
 
                                                 
58 新井宏「平原鏡から三角縁神獣鏡へ」『季刊考古学』113 梓書院 2012.4 
59 同上 p.9 および図 6,7 
60 新井宏「鉛同位体比から見た三角縁神獣鏡」『古代の鏡と東アジア』学生社 2011,p.97 図 4 
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関係する鏡を新井宏氏の集められた統計で拾い出してみよう61（ 表 4 ）。この表からは柳田氏
が指摘した平原遺跡の舶載（中国製）鏡№16（ 図 14 ）と、同舶載鏡№17（ 図 15 ）が62、鉛同
位体比において魏正始五（244）年の紀年鏡（ 図 16 ）や楽浪王盰墓出土の長宜子孫鏡に近似す
る数値を示していることがわかる。つまりこの 4面はいずれも中国製ということである。このこ

















     pb206 pb207 pb208 pb207 新井宏 
 鏡名                     /pb204 /pb206 /pb206 /pb204 出典 
楽浪王盱墓出土鏡     17.934 0.8694 2.1461 15.592 日 19   p 55  
正始五(244)年鏡            (図 16)   17.888 0.8695 2.1432 15.554 日 19   ｐ59 
平原 16号四葉鏡         (図 14)    17.860 0.8723 2.1557 15.579 日 30    ｐ55 
平原 17号四龍文鏡      (図 15)    17.845 0.8737 2.1597 15.591 日 30   ｐ53 
平原 28号鋸歯文鏡   (図 18)      17.737 0.8765 2.1620 15.546 日 30   ｐ54 
                                                 
61 新井宏,PB 一覧表 http://arai-hist.jp/database/pb/pb-database.pdf（最終閲覧日 2018 年 2 月 25 日）  
62 柳田康雄,上掲注 2 「平原王墓出土銅鏡の観察総括」『平原遺跡』前原市教育委員会 2000,ｐ.118,№34 
63 西川寿勝『三角縁神獣鏡と卑弥呼の鏡』学生社 2000,p109 
64『三国志』魏書韓伝,上掲注 9,三 p.851。土器の関係での指摘は,久住猛雄「奴国とその周辺」『邪馬台国を 
  めぐる国々』雄山閣 2012,p.86 にある。 
16 
      
         図 14 平原 №16号   18.7cm                        図 15 平原 №17号  16.5cm 
        
   図 16 魏正始 5（244）年鏡 13.0cm五島美             図 17 永平 7（64）年公孫家鏡 13.3cm 
         
       図 18 平原 №28  18.2cm                      図 19方格規矩鏡 楽浪出土 梅原著 
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図,表出典 
図 1『西清続鑑』上掲注 8,p.29 
図 2『古鏡-その神秘の力』川崎市市民ミュージアム 2015,上掲注 11,図Ⅱ-62 
図 3 王綱懐『漢鏡銘文圖集』下上掲注 12,№330 
図 4 王綱懐『漢鏡銘文圖集』下上掲注 12,№336 
図 5 徐乃昌蔵『中国古鏡拓影』上掲注 18,№83 
図 6 王綱懐『漢鏡銘文圖集』下上掲注 12,№315 
図 7 同上, 上掲注 12,№331 
図 8 梅原末治『鑑鏡の研究』上掲注 7p.12 
図 9 憑雲鵬『金石索』上掲注 16 
図 10 王綱懐『漢鏡銘文圖集』上掲注 12,№305 
図 11 梅原末治『漢三国六朝紀年鏡図説』上掲注 44後漢永平 7年七乳獣帯鏡 
図 12『国宝福岡県平原方形周溝墓出土品目録』伊都国歴史博物館 2007,p.1.№1 
図 13 岡崎敬ほか『末慮国』六興出版 1982図録篇 №36 
図 14上掲図 12,p.21図版 19 
図 15 同上，p22,図版 20 
図 16 五島美術館蔵,『古鏡-その神秘の力』川崎市市民ミュージアム 2015,p.55,Ⅲ18 
図 17 樋口隆康『古鏡』新潮社 1979,図版 31,№62 
図 18 同上掲図 12,p.33,図版 31 
図 19 梅原末治『鑑鏡の研究』上掲注 7,図版 1 
表 1 上掲注 40  
表 2 上掲注 58,p.10表 2,p.16表 3による。 
表 3 上掲注 60 


















In the Hirabaru remains known as Ito country of queendom of Queen Himiko of the third century Era, it was 
done in investigation and a study of Mr.Dairoku Harada till now as about the middle of the second century. 
However Yasuo Yanagida who engaged in excavation claimed to postpone of the remains. 
 I clarified the possibility of the problem, I examined mirrors of Cao-cao, Cao-zhi that were considered to 
be Wei mirrors by documents based on the other mirrors. 
And this pattern of these mirrors are used from ex-Han to the three countries, for a long times in China. And 
the thought named Wu-xing was the mental prop of each dynasty. 
In the case of Wei, profess itself to be soil virtue, and the word jujube written on the mirrors was equal the 
thing of the soil virtue. 
And I pointed out that the same content was written down on the mirror excavated in Karatsu Sakura-no-
baba remains known as Matsura-koku of queendom of Queen Himiko of the third century. 
Because the mirrors of Hirabaru remains were near to excavated bronze things from Rakuro remains of the 
China Zone by the analysis of the lead isotope ratio, proved the similarity between the mirrors and excavated 
bronze things. 
Therefore, I clarified the possibility that the Hirabaru mirrors adapted to 100pieces of copper mirrors that 




























論した1。更に 10 年後、筆者は古代オリエント博物館情報誌『オリエンテ』第 5 号（1992 年）に
「泉池、川とササン朝の王権神授」と題するエッセーを寄稿した2。これは、「なぜササン朝の摩崖
浮彫が川や池､泉など水の近くにあるのか」という問題を考究した小論であるが、その中で当然、
ターキ・ブスターン（Taq-i Bustan）の 3 点の浮彫（アルダシール 2世叙任式図、シャープール 2、













                                                 
1 田辺勝美「ターク･イ･ブスターン大洞彫刻研究――図像学及びイコノロジー的試論――」『岡山オリエント美
術館研究紀要』第 2 号、1982 年、61-113 頁。この見解は「王権の造形表現――ターケ･ボスターン大洞」季刊
『文化遺産』第 13 号，2002 年、23-27 頁に要約されている。 
2 田辺勝美「泉池、川とササン朝の王権神授」『オリエンテ』第 5 号、1992 年、16-21 頁。ササン朝の宮殿や摩
崖浮彫が泉、池、川の近くにある理由はその後、イタリアの P・カリイェーリ（Callieri） が更に詳細に論じて
いる、“Water in the Art and Architecture of the Sasanians”, Proceedings of the 5th Conference of the Societas Iranologica 
Europaea, edited by A. Panaino & A. Piras, vol. I, Milano, 2006, pp. 339-349, figs. 1-16. 
3 E. Flandin et P. Coste, Voyage en Perse pendant les années 1840 et 1841, Paris, 1851, t.1, Relation du voyage, p. 1, Planches, 

























図 1 ターキ･ブスターン大洞彫刻 
イレイ（Beiley）説を採用しておく4。 





されたことを最近知った。そして、これらの論文を読んだ結果､筆者が 1982 年､1992 年に下した結
論が間違ってはいなかったという確信を持つに至った。しかし、上記の 2点の拙論では､アナーヒ
ター女神 （Anāhitā）が何故、大洞奥壁上段の叙任式・王権神授（図３）に参画しているのかとい
                                                 
4 H. W. Beiley, Zoroastrian Problems in the Ninth-Century Books, Oxford, 1971, pp. v-lii, 1-77; A. Tzatourian, Yima: 
Structure et la pensée religieuse en Iran ancien, Paris, 2012, pp. 69-103; 最新の論考としては、K. af Edholm, “Royal 
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図 3 ターキ・ブスターン大洞奥壁上段の叙任式・王権神授（描き起こし図） 
                                                 

















『Avesta』の Yašt 19 「Zamyād-Yašt」が記すフヴァルナ （ーカイ王朝のフヴァルナー、kauuaiia xvarǝnah、
kayān xwarrah と axvarǝtǝm xvarǝnō の二種類）の変遷を参照すれば一目瞭然であるので、以下にそ
の変遷を略述しておこう。 
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神に捧げられた賛歌「アーバーン･ヤシュト」（Ābān Yašt 、Yašt 5、アルドウィー＝スール・ヤシュ
ト）によれば、全ての水はアナーヒター女神に関係する14。そして、ゾロアスター教徒は水がフヴ
ァルナーを保持していると見なしていた15。 
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図 4 ヴェシュナヴェーの洞窟 
 
図 5 ビーシャープールのム（ン）ダン 洞窟、シャープール 1 世立像 
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図 6 タフティ・スライマーン遺跡 
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図 10 アナーヒター女神の胸像 
ダーラーブギルド 


























著な時代にあっては、上述した銘文「GDH ’pzwt (xwarrah abzūd)」が示唆するように、ササン王家
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Significance of the Anāhitā Image in the Upper Register of the Innermost Wall, the Larger Grotte 
at Taq-i Bustan 




       The aim of this article is to supplement the present author’s two articles published in 1982 and 1992. 
In these articles I could not clarify the reason why the goddess Anāhitā was added to the investiture of the king 
by the Zoroastrian supreme god Ahura-mazdā. Therefore, in this article, I attempted to search for the raison 
d’être of the Zoroastrian fertility and fecundity goddess Anāhitā by taking into consideration a few 
archaeological reports and investigations of caves such as Veshnaveh in Central Iran． 
       Generally speaking, caves contain spring, source and reservoir and therefore were used as cultic place 
by Zoroastrian lay worshippers. The water in cave is underground water originally fallen from the ｍythical 
Vourukaša Sea in heaven and contains Xvarnah prerequisite to the Sasanian king of kings. The Xvarnah 
contained in the water is derived from the goddess Anāhitā whose function is bestowing fertility and fecundity 
to the Earth.  
       The Larger Grotte at Taq-i Bustan is hewn quite near a spring, and therefore the king in the Grotte can 
receive the kingly Xvarnah from the water and Anāhitā. This is the reason why Anāhitā was depicted next to 
the Sasanian king in order to give the Xvarnah to him who claimed that he has increased the Xvarnah (GDH).  
      Another reason is that the Larger Grotte was hewn for reconstructing the Takht-i Taqdīs (Throne of 
Khusrau II) at Ganzak (Shīz, modern Takht-i Suleiman) that had been destroyed by the Byzantine emperor 
Heraclius in 624 AD. The Takht-i Taqdīs had been constructed quite near to the caldera lake of Ganzak and 
therefore was intimately related to Anahitā, goddess of all the waters. Taq-i Bustan is endowed with a spring, 
source and pond that correspond to the two sources and the caldera lake of Ganzak. Both sites are related to 
Anāhitā, and eventually the image of Anāhitā was indispensable for conceptualization and visualization of the 









Ижодкор шахсияти ва бадиий қаҳрамон: Навоий шахсиятининг ўзига хослиги 
 
Тўлаганова Санобар 
(Ўзбекистон Фанлар академияси Ўзбек тили, адабиёти ва фольклори институти) 
 
Мазкур мақолада буюк шоир ва файласуф Алишер Навоийнинг шахсияти ва унинг 
асарлари қаҳрамонлари табиатидаги муштарак жиҳатлар таҳлилга тортилган. Навоий ижоди 
дунё олимлари эътиборида бўлган. Навоийшунослик ҳақида ҳам қисқача ахборот берилган. 
Ижодкор шахси ниҳоятда мураккаб тушунча. Ижодкор таржимаи ҳолини унинг ўзи 
яратган асарлари билан узвий боғлаб ўрганиш адабиётшуносликда масаланинг биз шу 
кунгача эътибор қилмаган жиҳатларини англашимизда муҳим восита вазифасини бажаради. 
Биографик метод асосчиси Сент-Бёв: “Ҳар қандай бадиий асар бу- сўзлаётган шахсдир, 
шахс ёки инсонни асаридан айро тушунмаслик керак”,1 деб айтганидек ижодкор ҳаёти ва 
ички дунёсидаги изтироб ва кечинмалар унинг ҳар бир асарида из қолдириши аниқ. Аслида, 
бадиий асар бу ижодкор тафаккури нусхасининг кўчирмасидир. Мақолада бир қанча 
тадқиқот методларидан фойдаланилди. Биографик, тарихий-қиёсий ва аналитик методлар 
кесишмасида Навоий шахси билан боғлиқ маълумотлар ўрганилди. Хулоса қисмида эса 
ижодкор шахси ва бадиий қаҳрамон масаласи билан боғлиқ фикрлар баён этилган. 
  
Ижодкор шахси ва давр муаммоси. 
 Алишер Навоийнинг асарлари жаҳон миқёсида жуда кенг тарқалган. Унинг асарлари 
ўнлаб хорижий тилларда, жумладан, форс, итальян, немис, француз, голланд, венгер, чех, 
румин, польяк, ҳинд, турк, инглиз, рус, грузин, озарбайжон, туркман, татар, украин латиш 
ва бошқа тилларга таржима қилиниб, қайта-қайта нашр этилиб келинмоқда. ХIХ асрда 
Шарқ мамлакатларига сайёҳат қилган Ғарб олимлари, мустамлака мамлакатлари 
идораларида ишлаган нодир санъат ишқибозлари имкон қадар Навоий асарлари 
нусхаларини ўз ватанларига олиб кетишга уринганлар. Натижада Буюк Британия, Франция, 
Германия, Италиянинг музей, кутубхона ва шахсий фондларида Навоий асарлари кўплаб 
тўпланган. Инглиз шарқшуноси Ч. Риё 1888 йили лондонда сақланаётган катологида бу 
ҳақда хабар берган.2 Европа шарқшуносларидан Э. Блоше, М. Буват, Э. Браунлар ҳам шоир 
қўлёзмаларини унинг шахсияти билан боғлаб атрофлича ўрганган.3 Шу тариқа ХIХ асрда 
Европа шарқшунослиги ва Россияда улуғ шоир ижоди ва шахсияти билан боғлиқ масалалар 
                                                 
1 Сент-Бёв Ш.- О. Литературные портреты. М., 1970. С. 48.  
2 Rieu Ch. Catalogue of the Turkish Manuscripts in the British Museum. 1888. P. 273. 
3 Browne E. Literary History of Persia. Vol. III. Cambridge. 1969. P. 505.  
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тадқид этишга қизиқиш бошланган.4 
Инсоният нигоҳини ўзига қарата билган ҳақиқий санъаткорлар жаҳон адабиёти 
майдонида унчалик кўп учрамайди. Зеро, бундай даҳолар бадиий ижодда обрў қозониши 
фақатгина адабиётда эмас, балки миллат маънавий тафаккурида ўзгариш ва юксалишлар 
юзага келишига хизмат қилиши муқаррардир. Буни бутун дунёда Шарқ ва Ғарб халқлари 
адабиёти ва ҳаётида ҳам кўплаб учратиш мумкин. Беш ярим асрдан ортиқ вақт Алишер 
Навоий бутун дунё олимлари нигоҳини ўзига жалб қилиб келаётир. Албатта, Навоийга 
ўхшаш доҳий шоирлар тасодифан дунёга келмайди. Бунинг учун авваламбор шаклланган 
ижтимоий-маданий муҳит ва ривожланган иқтисодий-сиёсий шароит зарур эди. Навоий ўн 
бешинчи асрнинг фарзанди бўлишига қарамай инсониятнинг абадият осмонидан мангу жой 
олди. Унинг ижодий шахсияти ва дунёқараши жаҳонгир Амир Темур асос солган улкан 
темурийлар салтанати ва ундаги беқиёс маърифий-маънавий кўтарилишлар билан 
мустаҳкам боғлиқ.  
Дарвоқе, адабиёт тўлақонли адабиёт сифатида фаолият кўрсатмоғи учун ижтимоий 
барқарорлик, иқтисодий маъмурлик ва сиёсий жиҳатдан эркинлик зарур. Хусусан, сиёсий 
эрксизлик, мафкуравий таъқиблар даҳо ижодкорлар йўлига тўсиқ бўлади. Зеро, 38 йил 
салтанат бошида турган Амир Ҳусайин Бойқаро Навоийнинг яқин дўсти ва ҳомийси бўлиб, 
унинг ижодида муҳим ўрин эгаллаган. Амир Темур олим ва подшоҳ Мирзо Улуғбек 
тақдирида қанчалик муҳим ролни бажарган бўлса, темурийлардан Ҳусайн Бойқаронинг ҳам 
Навоийнинг шундай юксакликка кўтарилишида алоҳида ўрни бор. Темур даврида 
шаклланган давлатчилик иш юритиш услуби Навоийни доимо илҳомлантириб турган.  
Жаҳондаги ҳеч қайси дин, мазҳаб, ҳеч қанақа таълимот ёхуд фалсафий оқим инсон 
шаън-шавкатини пастга ур, таҳқирла деб ўргатмайди. Афсуски, шунга қарамасдан, 
дунёнинг барча нуқталарида инсон ҳақ-ҳуқуқларини поймол этиш, уни одам ўрнида кўрмай 
қулдай ишлатиш каби хунук ҳолатлар ҳам йўқ эмас. Зулм ва зўравонлик дин, миллат, ирқ, 
каби ҳодисаларни тан олмайди. Мана шу зулм ва зўравонликка қарши сўз айта олиш ҳамда 
унга қарши курашиш ижодкорни етук даҳога айлантиради, унинг асарларини юксак самога 
олиб чиқади. Алишер Навоий ҳам бутун умрини мана шу курашга сарфлаган даҳолардан 
саналади. Салтанатни адолат билан бошқариш, халққа муҳаббат кўзи билан қараш, доим 
уларнинг манфаатларини ҳимоя қилиш Навоий ижодининг бош мотиви саналган. Унинг ҳар 
бир асарида золим шоҳларни инсофга ва адолатга чақириш, миллат манфаатини ҳимоя 
                                                 
4 Бертельс Е. Навои и Джами. Москва. 1965; Якубовский А. Черты общественной и культурной жизни эпохи 
Алишера Навои. Москва. 1946; Салье М. Книга благородных качеств и её автор. Ташкент. 1947; Köprülü M. Çağatay 
edebiyatı. İslam ansiklopedisi. 3. Cild. 24. cuz. İstanbul. 1945; Köprülüzade M. Türk dili ve edebiyatı hakkında araştırmalar. 
İstanbul. 1934; Саъдий А. Навоий ижодиёти ва ўзбек классик адабиёти тараққиётининг юксак босқичи сифатида. 
Тошкент. 1940. 
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қилишга ундан биринчи навбатдаги ғоя ҳисобланган. Тарихий маълумотларга қараганда 
Навоий табиатан вазмин, ғоятда сахий ва адолатпарвар бўлган ва буни ўз асарлари мағзига 
сингдириб юборган.5 Самарқандийнинг “Матлаи саъдайн”, Мирхонднинг “Равзат ус-сафо”, 
Хондамирнинг “Макорим ул-аҳлоқ” каби тарихий асарларда бунга мисол кўплаб топилади. 
Амир Низоммиддин Алишер Навоий (1441-1501) бутун турк оламининг буюк шоири, 
мутаффакир файласуфи сифатида жаҳон бадиий тафаккури тарихида ўз ўрни ва мақомига 
эга ижодкордир. Унинг жаҳон бадиияти хазинасига қўшилган шоҳ асарлари, ХV асрнинг 
иккинчи ярми темурийлар салтанати даври илм-фани ва санъатни ривожлантиришга 
қўшган бениҳоя катта ҳиссаси эътироф этилган. 
Алишер Навоий туркий халқларнинг кўп мингйиллик давлатчилик тажрибаси ва бой 
маънавий-адабий мероси мўғул босқини оқибатида йўқ қилинган. Шу сабаб туфайли 
темурийлар даврида туркий халқларнинг тарихи ва фалсафасини тиклаш жуда қийин кечган. 
Ҳатто Амир Темур саройида туркий тилни давлат тили мақомига кўтариш охирига 
етказилмай қолган эди. Навоий Ҳусайин Бойқаро даврида туркий (ўзбек) тил ва адабиёти 
майдонида байроқ кўтарди, бутун мамлакатда иш юритиш услубини бир тилликка олиб 
келишга эришди. Темур охирига етказмаган ишни Алишер Навоий тугатиб, туркий тилни 
давлат тили мақомига кўтаришга эришди. 
Алишер Навоийнинг буюклиги ва миллат тарихидаги хизматлари фақатгина унинг 
шоирлиги билан белгиланмайди. У бадиий ижодда қанчалик тенгсиз бўлса, илмда, яъни 
олимлиги ҳам шунчалик беназирдир. Унинг “Муҳокаматул-ул-луғатайн”, (Тил муҳокамаси) 
“Мезонул ул-авзон” (Вазнлар ўлчови), “Насойим-ул-муҳаббат”(Муҳаббат шабадаси) каби 
тилшунослик, тарих ва тасаввуфшуносликка бағишланган илмий асарлари ҳали ҳануз 
тўлиғича таҳлил этилган деб бўлмайди. Алишер Навоийнинг буюк ва қудратли шахсияти, 
услуби барча салафлари, замондош қаламкашларидан ажралиб туради. Унинг руҳий ҳаёти, 
инсон қалби тубидаги илоҳий қувватни уйғотувчи кучни етказиб бера олиши маҳорати 
бошқалардан фарқланади. Ана шундай тафовутлар Навоийнинг буюклигини таъминлаган, 
десак муболаға бўлмайди. 
Ҳар қандай санъат асари бу – ижодкорнинг ички дунёси, руҳий мамлакати, мероси, 
мустақил қурган давлатидир. Бу мамлакатнинг ўз маданияти, қонун қоидаси, тартиби, 
принциплари мавжуд. Бадиий асар мустақил мамлакат экан, унинг ўз ҳудудий майдони, 
сарҳади, чегараси бўлиши табиий. Ёзувчи қўллаган мажоз, рамзий ифода ва метафорик 
воситалар бу сарҳаднинг шартли “қулф”и вазифасини бажаради. Қачонки, китобхон ёзувчи 
ишлатган “приём” ларни тўғри англаб, шартли қулфга мос калит топа билсагина, асар ўз 
                                                 
5 Абдуллаев В. Алишер Навоий Самарқандда. Тошкент. 1968; Ҳайитметов А. Навоий лирикаси. Тошкент. 1961; 
Исҳоқов Ё. Алишер Навоийнинг илк лирикаси. Тошкент. 1965; Бобур. Бобурнома. Тошкент. 1989.  
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чегарасидан ўтишга изн беради. 
Кўпинча, бадиий асар ва унинг қаҳрамонлари ҳақида фикр юритиб асарни таҳлил ва 
талқин қилиб, баъзида уни танқид қиламиз, аммониму учундир ижодкор шахсини, унинг 
ҳаётини эътибордан сиртда қолдирамиз. Ижодкор ҳам тирик жон, биологик, социологик 
мавжудот. Навоий асарларининг руҳини ўрганар эканмиз, уларда муаллифнинг шахсий 
кечинмалари атрофлича экс этганини пайқаймиз. Хусусан, “Саъбаи-сайёр” достонидаги 
шаҳзода Фаррух образи билан шоирнинг шахсияти ўртасида яқинлик кўзга ташланади. Шу 
ҳикоя билан боғлиқ ғазалларидаги руҳ шоир руҳияти билан бири бирига жуда яқин” 6 
эканлигини олимлармиз таъкидлашган. Фаррух ўзи севган қизни энг яқин дўсти севишини 
билгач, ўз севгисидан воз кечиб, уйланмай тоқ ўтишни ният қилади. Ўз ўрнини мардларча 
дўстига бўшатиб беради. Унинг бундай олийжаноблигини дўсти ҳатто сезмайди ҳам. Мана 
шу каби кичик деталлар Навоийнинг ўзи ҳам уйланмаганлиги хусусидаги баъзи ноаниқ 
нуқталарга аниқлик киритиши мумкин. 
Француз олими П. Валерининг “Бадиий матннинг қиймати, ҳар шахсга кўра алоҳида 
тафсирга имкон бера олишидадир”, деб ёзган эди. “Матн ёзувчи томонидан қурилган 
иккиламчи тил тизимидир”.7 Зеро, ҳар бир сўз ортида турган муаллиф психологиясини ҳам 
доимо диққат эътиборда тутмоқ лозим. Навоий асарларини ҳаққоний тарзда тадқиқ этиш, 
камчиликлардан сақланиш учун уни ўзи яшаган давр билан боғлаб ўрганиш шарт. Бадиий 
матннинг асосий таянчи сўз ҳисобланади. Навоий бадиий сўзни икки турга ажратган. Наср 
ва назм. Анаънага мувофиқ назмни (шеър) насрдан устун қўяди. Чунки наср- сочма, назм 
эса тартибга туширилган сўз, шунга кўра, унинг таъсири ҳам ўзгача. Бу ақида Низомийда 
ҳам мавжуд бўлган. Навоий Низомйнинг фикрини қувватлаб, уни янада ривожлантирган. 
Хусрав Деҳлавийда сўзни бадиий ижод намунаси сифатида олиб қараш йўқ. Шу боис насру 
назм хусусидаги алоҳида мулоҳазалар мавжуд эмас. Навоий “Ҳайрат-ул-аброр” да ҳам сўз 
билан боғлиқ бир қанча тезисларни илгари сурган. 1) сўзнинг инсон моҳиятини белгилаши; 
2) сўз инсоннинг аҳлоқий сифатларини кўрсатиб туриши; 3) шеърий асарнинг насрнинг 
афзаллигини далиллаши. Навоий насрнинг ўзига хос хусусиятларини яхши билгани, унинг 
имкониятлари шеъриятга нисбатан кенгроқ эканлигини тушунганлиги учун маълум 
маънода, мўайян мақсадлар билан насрга қайта-қайта мурожаат қилган, албатта. Мазкур 
асарда Навоий инсон ҳақида гапириб, нутқ инсонни ҳайвондан ажратувчи белги, аммо 
сўзловчи ҳар бир одамни инсон дея олмаймиз. Инсонликнинг бош белгиси имон, яъни 
виждондир, деган улуғбир ҳикматни баён этади. Навоий сўзни фақат яхшиликка, эзгу 
ишларга сарфлаш зарур, сўз ёвуз ниятда ишлатилса, фалокат келтиради, ва бундай одам 
                                                 
6  Исҳоқов Ё. Алишер Навоийнинг илк лирикаси. Тошкент. 1965. Б. 71. 
7 Лотман Ю. Структура художественного текста. Москва. 1989. С. 122. 
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мусулмон эмас, деб ҳисоблайди. Руҳоният, Маънавият, Маърифат каби тушунчалар Навоий 
табиатининг бош белгиси бўлиб ва бу унинг ижодида бош маслак саналган. Навоийда 
шундай таъриф бор: ”Инсонларнинг кўпчилигида инсонлик қиёфаси бўлгани билан, 
инсонийлик маъноси йўқдир... Бунга мутлақо ажабланма. Ҳар бир шаҳарда ҳам жисман, ҳам 
маънан инсонлик шарафига лойиқ саноқли кишилар бордир. Қолганларда суврат бўлган 
билан улар маънидан маҳрумдирлар”. Фитна, туҳмат, иғво – бу нуқсонларнинг бари сўз 
орқали содир бўлади. Одамлардан сўздан фойдаланиб, ёвузликни оширишнинг ҳар хил 
йўлларидан фойдаланади. Сўз кишини ўлдириш ва қайта тирилтириш қувватига эга илоҳий 
куч ҳисобланади. Сўз юртни ва мулкни обод этади ва вайрон қилади, сўз улуғ ишларни 
бунёд этади ва хунук воқеаларнинг пайдо бўлишига сабаб бўлади. Шунинг учун шоир сўзга 
муносабат қилишда ниҳоятда эҳтиёткор ва андиша билан ёндашиш лозимлигини муҳим 
шартлардан бири сифатида таъкидлаган. 
Навоий шахс камолоти, аввало, унинг ўзига боғлиқ, деб ҳисоблайди. Яъни инсон 
ўзидаги салбий хусусиятлар замини бўлган нафсни ўз иродасига бўйсундира олсагина, 
камолот йўлига киради, зеро бунга осонликча эришиб бўлмайди. Шунинг учун ҳам Навоий 
инсон учун ҳақиқий жасорат тўқайдаги шерни мағлуб қилиш эмас, балки ўз вужудида яшаб 
келаётган нафс итини енга олишда, деб ҳисоблайди. 
Навоийнинг дастлабки насрий асарларидан “Хамсат ул-мутаҳаййирин”, “Ҳолоти 
Паҳлавон Муҳаммад”, “Ҳолоти Саййид Ҳасан Ардашер” асарларига туркий тилда тартиб 
берилган бўлиб, унда замонасининг машҳур олимлари Жомий, Паҳлавон Муҳаммад, 
Саййид Ҳасан Ардашернинг таржимаи ҳолини яратиш билан бирга, насрнинг илк 
унсурлари пайдо бўлди. Навоий портерт яратиш маҳоратини ёрқин кўрсатиб берди. Бу 
асарларда умумий бирлаштирадиган руҳ, шарқ ренессанси усулида ёзилганлигидир. 
“Ҳолоти Саййид Ҳасан Ардашер” асарида шундай сўзлар бор. “Мансабпарстлик мастлик 
кабидир. Аммо у шароб мастлигидан фарқ қилади. Май ичиб маст бўлган киши қилган иши 
ва сўзини назорат қила олмайди. Оқибатда одамлар кўнгилига озор етказиши, нотўғри 
ҳатти-ҳаракатлар қилиб қўйиши мумкин. Киши сархуш бўлгандан кейин ўз ишидан 
пушаймон қилади. Аммо бундай сархушлик бир кун ёки бир муддат давом этади. Мансаб 
мастлиги эса, токи инсон мансабдор экан давом этади. Инсон мансабда бўлгач, ўзини идора 
қилса, яхши, аммо оёғи ердан узилиб, нафсга берилса, кўп хатоликларга йўл қўяди.” 
Навойининг ўзи вақти келиб катта мансабни эгаллаб амалдор бўлганда ҳам ҳамиша давлат 
ва халқ манфаатини биринчи ўринга қўйган. Ўз вазифасини ҳалоллик ва садоқат билан 
бажарган. Навоий ижодида унинг барча асарлари орасидан қизил чок бўлиб ўтувчи ғоя уни 
бошқа ижодкорлардан фарқланиб туришига ҳизмат қилади. Навоий нафақат ижоди билан 




Навоийнинг фавқулодда ноёб истеъдод соҳиби эканлиги машҳур жаҳон шоирлари 
билан таққосланганда ўз исботини топиши аниқ. Фирдавсий “Шоҳнома”сини 30 йилда, 
Низомий ҳам озарбайжон тилидаги “Хамса”сини 30 йилда, Хусрав Деҳлавий ўз 
“Хамса”сини 6-7 йилда ёзиб тугатган бўлса, катта қобилият соҳиби Навоий ўз “Хамса”сини 
икки йилга қолдирмай бунёд этган. Ҳусайин Бойқаронинг берган тарихий маълумотларига 
кўра Навоийнинг бевосита шоҳона асарни яратишга сарфлаган вақти аслида олти ой 
муддатни ташкил этган. 
Навоий темурийзода Ҳусайин Бойқаронинг хизматида – амирлик лавозимида 
турганида ҳокимиятни адолат ва инсоф билан бошқаришда подшоҳга маслаҳатгўй бўлиб 
хизмат қилди. Астрабод шаҳрига ҳокимлик қилган даврда шаҳарни обод этиб, доимо адолат 
мезонлари билан иш юритган. Навоий табиатан меҳр ва мурувватда, карам ва саховатда, 
камтарликда тенги йўқ инсон бўлган. Хондамирнинг “Макорим ул-аҳлоқ” асарида бу 
фактни далиловчи мисоллар кўп. Навоий доимо ўзини “туфроқ билан тенг” тутгани, доимо 
урушда асирга тушган кишиларга марҳамат кўрсатиши, ҳатто кийимига илашган чумолини 
уясига олиб бориб қўйиши каби ҳолатлар Хондамирнинг асарида қайд этилган. Навоий 
шоҳлик саройидаги юксак лавозимига эришганда муҳр босиш маросими бўлиб ўтади. Мана 
шу маросимда у бош амир лавозимида бўлсада, бўйруқ ёзилган қоғознинг энг қўйига – 
ундан пастга ҳеч ким муҳр босолмайдиган жойга муҳр босиши, унинг камтарлиги ва 
инсонийлигини исботловчи муҳим факт ҳисобланади. 
Алишер Навоий катта ер-мулк эгаси бўлган. У 1481 йили ўзининг бор мол-дунёсидан 
воз кечиб, хайрия, вақф мулкини ташкил қилади. Вақф мулк –Ҳирот ҳудудидаги иморатлар, 
Ихлосия мадрасаси, 24 дўкон, 3-4 бозор, катта майдондаги боғ-роғлардан тушган даромад 
тўлалигича таълим муассалалари, мусофирхоналари ва дарвеш, қаландарлар, камбағал 
муҳтожларга, етим-есирларнинг эҳтиёжини қоплашга қаратилган. Буларнинг асосий қисми 
илм фан ва адабиётни ривожлантиришга сарфланган. Навоийнинг моддий ва маънавий 
кўмаги ёрдамида ўнлаб олимларнинг илм билан машғул бўлганлиги манбаларда қайд 
этилган. Тарихий асарлар ёзган муаллифлар рағбатлантирилган, тасвирий санаът 
усталарининг ишига алоҳида эътибор қаратилган. Ҳиротда Навоийнинг шахсий ташаббуси 
ва маблағи билан Халосия, Шифоия, Низомия каби бир неча мадраса ва ҳоноқоҳ қурилиб, 
уларда машҳур олимлар дарс беришди. Навоий бутун ҳаёти давомида халқ манфаатини учун 
қайғурган, ўзини шунга бағишлаган ижодкорлардан бири ҳисобланади. У йигирмага яқин 
халқнинг ичимлик сувига бўлган эҳтиёжини қондириш учун махсус ҳовузлар қаздирган, 16 
кўприк ва 2 сув тошқинларидан ҳимоя қиладиган тўғонлар бунёд этганки, бу 
иншоотларнинг барчаси, энг аввало, оддий халқ манфаатига хизмат қилган. 
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Муҳаммад Ҳайдарнинг “Тарихи Рашидий” асарида Навоийнинг илм ва санъат аҳлига 
кўрсатган саховати ҳақида шундай дейди. “Ўша замонда халқ орасидан фозил ва беназир 
олимларнинг етишиб чиққани Навоийнинг ҳаракатлари туфайлидир. У амалдор сифатида 
жуда кўп бойлик тўплади ва буни халқ эҳтиёжлари йўлида ҳеч иккиланмасдан савоб 
умидида сарфлади. Наовий қудрати еткунча унга ёрдам сўраб келган муҳтожларга, олиму 
фозилларга ҳомийлик қилган. Ўз мулкидан тушган барча даромадни эл-юрт фаровонлиги 
учун хайрия ишларига сарфлади. Навоий ҳаётининг асл мақсади ҳақида шундай ёзган. 
“Борча юкни тортим, бурчдин оғирроқ юк кўрмадим”, яъни инсон зиммасидаги энг оғир юк 
бурч маъсулиятидир, уни унутишга ҳеч кимнинг ҳаққи йўқдир.  
Алишер Навоий ижодини ўрганган канадалик олим Гарри Дик мана бундай ёзади.” Биз 
миллатимизни тарбиялаш учун чин маънодаги санаъткорларга муҳтожмиз... Ҳақиқий 
тараққиёт ташқарида эмас, инсоннинг юрагида содир бўлиши керак. Биз Навоийдек 
шоирларни ўз тилимизда кўпроқ сўзлашлари ва кишиларнинг улардан кўп нарсаларни 
ўрганиб, ибрат олишларига янаям муҳтожмиз бундан умидвормиз”. 
А. Навоий нафақат шоир балки ўз даврининг йирик сиёсатчи ва файласуфи ҳам бўлган. 
Навоий тарихчи олим сифатида “Тарихи мулки ажам” (Ажам шоҳларининг тарихи) ва 
“Тарихи анбиё ва ҳукамо”каби асарларни ёзган. Диний мотивлар билан суғорилган 
“Насойим ул-муҳаббат”, “Вақфия”, “Қирқ ҳадис”, “Муншаот” ва бошқа асарларида 
ижтимоий-сиёсий масалаларнинг турли соҳаси ҳақида сўз юритилади. Алишер Навоий 
“Мажолис ун-нафоис” тазкирасида бадиий адабиёт билан шуғулланган 459 нафар турли 
касб эгалари ижоди ҳақида сўз юритган, улар томонидан яратилган асарларнинг ютуқ ва 
камчиликлари таҳлил этилган. Навоийнинг “Муҳокамат-ул-луғатайин” асари шоирнинг 
ижоди ва мамлакат маданий ҳаёти тарихидаги роли ҳақида маълумот берувчи факт сифатида 
аҳамиятга эга. Шунингдек, мазкур асар Навоий ижодидаги илмий насрнинг гўзал намунаси 
сифатида ҳам қимматли ёдгорликдир. “Муҳокамат-ул-луғатайин”да Навоий ўз асарларини 
қадимги ўзбек ва форсий тилида яратилган адабиётлардаги бой анаъналар заминида 
яратилганлигини қайта-қайта таъкидлаб ўтади. 
Дунё адабиётшунослигида ижодкор шахсига алоҳида эътибор берилмай келганлиги 
сабаб ҳам илмда баъзи муаммолар ўз ечимини топа олмай қолаётганлиги бугунги кунда сир 
эмас. Европа адабиётшунослиги ижодкор шахсини ўрганиш масаласини ўтган асрнинг 
биринчи ярмидаёқ бошлаган эди. Модомики, гап шахсият ҳақида экан, ижодий шахсиятга 
алоқадор бир ҳақиқатга тўхталиб ўтиш ортиқчалик қилмайди. Чунки, ҳар бир ижодкор ўзига 
хос беткарор хусусиятга эга бўлиш демакдир. Шу вақтгача Навоийшуносликда шоир 
ижодини шахси билан бутунликда ўрганиш тадқиқотлар марказидан бир оз чекинди. Ёки 
навоийшуносликдаги энг муҳим муаммолардан бири ўзга миллат ва дин вакилларининг 
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шоир ижодини ўрганишда ўз ўлчовлари ва дунёқарашларидан келиб чиқиб ёндашиши 
ҳақиқат. Рус олимларидан Бартольд, Бертельсларнинг Навоий ижодини ўрганишда бир 
ёқламикларга йўл қўйганлиги ижодкор билан даврни бири биридан айрича ўрганиб, шунга 
мос хулосалар чиқарганлиги бугун равшан бўлди. Шоирлар ўз фикрларини бадиий матн 
ёрдамида ифодалиши аниқ. Яъни муаллиф ва ўқувчи ўртасида кўприк вазифасини бадиий 
матн бажради. Навоийнинг асарларида ҳар бир сатр, ҳар бир мисра оорқасида муаллифнинг 
ҳолати, кайфияти, жамиятнинг вазияти каби жиддий унсурлар ётадики, буни эътибордан 
четда қолдириб бўлмайди. Шу ўринда инглиз олими Р. Никольсоннинг “Тасаввуфда илоҳий 
шахсият тушунчаси” номли тадқиқотини эслатиш мақсадга мувофиқдир. Унинг Мансур 
Халлож, Имом Ғаззолий ва Румийга бағишланган фасллари китобхонда баҳсли мулоҳаза 
уйғотади. Китобга сўзбоши ёзган мусулмон олими Афифий орадаги нозик нуқтани кўра 
билиб “муаллиф, бутун куч-қувватини, христиан илоҳиётидан олинган шахсият 
тушунчасини умумлаштириш ва унинг муқобилини тасаввуфдан топишга сарф қилган. 
Ҳолбуки, христиан нуқтаи назари билан ислом нуқтаи назари ўртасида жуда катта фарқ 
бор”лигини зийраклик билан англаб етиб, буни асарнинг бош камчилиги сифатида 
кўрсатган. Шуни унутмаслигимиз лозимки, Алишер Навоий шахсияти ва асар 
қаҳрамонлари дунёқарашида ўзаро муштарак жиҳатлар ёритилган матнни эътибордан соқит 
қилиш ҳоллари учрайди. Бугунги кун навоийшунослиги олдида турган муҳим вазифалардан 
бири сифатида эътироф этиб ўтиш ўринлидир. 
Бадиий образ ўзга орқали ўзини акс эттириш демакдир. Ижодкор темпераментидан, 
мижозидан, табиатидан, миллий ўзлигидан, эстетик дидидан келиб чиққан ҳолда образга 
муносабатда бўлади. Ижодкор шахси қанчалик серқирра ва бутун бўлса, у яратаётган 
образлар ҳам шунчалик мураккаб характердаги қиёфа касб этиши аниқ. Қолаверса, ўзи 
эркин, озод – ичи бутун мустақил шахсга ҳақиқий характер яратиш насиб бўлади. Бундай 
ижодкорнинг ҳаётга, жамиятга ўз идрок тарзи бўлак. Ўзи яшаган даврга нисбатан исёни ҳам 
ўзгача бўлади. Ичи бутун, шахси озод, руҳи бақувват, имони мустаҳкам ижодкоргина комил 
инсон образини яратади. Алишер Навоий ўзининг ёрқин истеъдоди билан шундай буюк 
асарлар яратишга муваффақ бўлган. Унинг асарларидаги гўзал ва улуғвор қаҳрамонлар эса 
маълум маънода ёзувчининг сачратқилари, сочилиб кетган “мен”ларидир. 
Мукаммал асар матнини табиатга қиёслаш мумкин. Матн таҳлили орқали биз 
Навоийнинг ҳали илм фанга равшан очилмаган қирраларини тўлдиришимиз мумкин. 
Матннинг поэтик тадқиқи дейилганда, асосан, ғоя ва мазмундан баҳс юритиш, вазн, қофия, 
бадиий саънатлар ҳақида сўзлаш тушунилади. Зеро, чинакам таҳлил ва талқин матнда 
мавжуд ҳамма нарсани, ҳарф товушлари, оҳанг, ранг товланишларини ҳам маънолаштириш, 
муаллифнинг шахсий ҳолати, руҳий сезимлари билан алоқадорликда ёритишни талаб 
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қилади. Ахир, давр руҳи, замон нафаси, жамият дарди ҳам дастлаб ижодкор шахсига таъсир 
ўтказиб, ундан унинг асарларига кўчиб ўтиши ҳаётий жараёндир. Шарқнинг буюк 
шоирлари нафс дунёсини ўз асарларининг етакчи қаҳрамонлари ҳаёти орқали ифодалайди. 
Навоий ижодидаги эстетик идеал комил инсон образи авваламбор, ёзувчининг ҳаётда ўз 
“мен”ини топиши ва шунга интилишдан иборатдир. 
Шоир ўз тафаккур тарзидан келиб чиқиб, ўзининг бадиий нияти ва ғоясини асарда 
иштирок этувчи қаҳрамонлар гарданига юклайди. Ёзувчининг ўз “мен”и унинг ғоявий 
модели бўлмиш бадиий образда аксланиб, улар ёзувчи “мен”ининг орзу-армонларини 
ташийди. Ижодкор “мен”и биз ўйлагандан ҳам кўра мураккаб стуруктурага эга. Биргина, 
ижодкор шахсида ўзи мансуб миллатнинг тили, дини, қадрияти, урф-одат, анъаналари 
мужассам. “Саёз танқидчилик ёзувчи шахсида “инсон”ни, унинг “мен”ини кўриша 
олмаганлиги учун ҳам тарих фақат унинг ижодий меросига қараб баҳо беради, деб 
ҳисоблашадибиографлар.”8 Аслида, асар моҳиятини англашда ижодкор ҳаёти ва тақдири 
калит вазифасини бажаришини9 унутмаслигимиз лозим. 
Эстетик идеал- тарихий категория саналиб ҳар бир даврнинг ўз идеали мавжуд. 
Эстетик идеал ижодкорнинг эстетик ва бадиий дидини ўзида жамлаб, унинг орзу-армон, 
истак-хоҳишларининг умумлашмасидир. 
Ҳар бир ўқувчи Алишер Навоий маънавий дунёсини тафаккур доираси ва тушуниш 
даражасига мувофиқ ўзига берилган қувваи ҳофиза миқдорида тушунади, англайда, ҳис 
этади ҳамда таҳлил қилади. Шу сабабдан буюк шоир ва файласуф Алишер Навоий 
ижодининг бетакрор нуқталари асрлар оша қолбимизни завққа, руҳимизни нурга, 
тафаккуримизни зиёга тўлдириб, илоҳий ҳайрат ва маънавий эҳтиёжга айланиб бормоқда. 
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ソナリティーと結び付け、詳細に研究した3。 かくして 19 世紀に、ヨーロッパ東洋学とロシアに
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交河故城から雅尓湖千仏洞までは、北西に 1650 メートル離れており、途中の河床の幅は約 20



















































































































































































































か す い し き
の天衣をつけ、頭上に菩提樹のような華蓋をつけたものとがあり、













































                                                                                            
壁画や木棺やミイラ等が出土した場所は、楼蘭故城（ＬＡ）より北東に約 24 キロ、方城（ＬＥ）
古城からさらに北東に３キロ程行ったヤルダン（風化土堆群）の古墳群の土垠遺址の中にあった。
土垠は、北緯 40度 46 分、東経 90度 12 分、漢の時代にあった宿駅である。遺址は南北 110 メート




る。墓室は、横が約 25 メートル、高さは約 20 メートルの丘陵の中にあった。入口は南面し、幅１
メートル、長さ７、８メートルの墓道もある。陵墓の壁画の筆致が、敦煌やトルファンや甘粛省の
嘉峪関
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しかし、陵墓に５キロほど近づくと、平らな道が７、８キロ続く。陵墓は北緯 40 度 39 分、東経
90 度の７分のところにあった。海抜は 721 メートル、方城の遺跡からは約２キロメートル北方に
















































































































































































































2016 年３月 28 日、イラク政府軍がイスラム国を追い払いパルミラを奪還した。しばらくして日
本のマスコミ関係者が城内に入り、最新の王城内のようすを新聞やネットで紹介していた。イスラ
ム教が禁じる偶像崇拝につながるとして破壊を繰り返し、古代遺跡の多くが瓦礫と化していた。今




























































      匈奴歌             
   失我焉支山         我が焉支山
え ん し ざ ん
を失う、 
   令我婦女無顔色       我が婦女をして顔色無からしむ。 






















































二月仲春色光輝    二月仲 春
ちゅうしゅん
 色光輝き、 
    万戸謌謡総展眉    万戸 謌謡
か よ う
して総て眉を展ぶ。 
    太保応時納福祐    太保（張議潮） 時に応じて福祐を納
い
れ、 
 夫人百慶無不宜    夫人 百慶 宜
せん
ならざるはなし。 




、   









































    遥自秦建元之日    遥かに秦の建元の日より、 





    楽僔法良発其宗    楽僔法良その宗を発し、 
    建平東陽弘其迹    建平・東陽その迹を弘む。 
    推甲子四百他歳    甲子 四百他歳を推するに、 






























     牡丹時節邀歌謡   牡丹の時節 歌謡を邀
もと
め、 





















には 17 の大寺が建立され、約 1000 人の僧尼が弘教と訳経に精励していた。その中心者の多くは、








   満月であった。 
   東洋の満月であった。 
   今の世の仏教よりずっとずっと有難いものであった。 
   貧しい人達の生命と生活を守る力があった。 














































































































































 （４） 「更に看る 祭の処、朝夕 酒縄の如し」より、まだ敦煌においてソグド人が勢力を保    
         持していた時代である。すなわち吐蕃軍の敦煌支配以前、年代では建中２年（781）より 











  沙州燉煌二十詠 並序 
僕到三危    僕 三危に到り、 















古跡霊奇    古跡 霊奇にして、 







































王朝 時代 戸数 人口 典拠 
前漢 前１世紀初頃 １１，２００ ３８，３３５ 漢書 
後漢 ２世紀中頃 ７，１４８ ２９，１７０ 後漢書 
初唐 ７世紀中頃 ４，２６５ １６，２５０ 旧唐書 
盛唐 ８世紀中頃 ６，３６９ ３２，２３４ 通典 
 
 次に、敦煌の名称の主たる変遷を表にして列挙する。 
王朝 年号 西暦 事項 出典 
前漢 元鼎 ６年 前１１１ 燉煌郡を設置 『漢書』武帝本紀 
前漢 後元 元年 前 ８８ 燉煌郡を酒泉から分置 『漢書』地理志 









隋 ― ― 瓜州と称す 『隋書』地理志 
唐 貞観 ２年 ６２８ 敦煌郡を沙州と改む 『旧唐書』地理志 
唐 貞観 ５年 ６３１ 瓜州と沙州が分離され、敦煌に西
沙州を置く 
『旧唐書』地理志 
唐 貞観 ７年 ６３３ 沙州となる 『旧唐書』地理志 
唐 天宝 元年 ７４２ 燉煌郡と改名す 『旧唐書』地理志 





     三危鎮郡望    三危 郡望を鎮
しず
め、 







     万古不毛髪    万古 毛髪ならずして、 
     四時含雪霜    四時 雪霜を含む。 
     巌連九朧嶮    巌は連ぬ九朧の嶮、 
     地竄三苗郷    地は竄
かく
す三苗の郷。 
     風雨暗渓谷    風雨 渓谷暗く、 
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        白竜堆詠 
     伝道神沙異   伝え道
い
う神沙の異を、 







     勢疑天轂動    勢は疑う天轂
てんこく
動くかと、 
     殷似地雷驚    殷として地雷の驚くに似たり。 
     風削棱還□    風は棱
りょう
を削り還□ 
     人躋刃不平    人躋
のぼ
りて刃平かならず。 


































        莫高窟詠 





      雲楼架碧空     雲楼 碧空に架す。 
      重開千仏刹     重ねて開く千仏の刹
せつ
、 
      旁出四天宮     旁出
ぼうしゅつ
せり四天宮。 
      瑞鳥含珠影     瑞鳥
ずいちょう
 珠影を含み、 





      洗心遊勝境     心を洗いて勝境に遊び、 









れている。以後、元の至正 11 年（1351）、速来蛮西寧王が皇慶寺を重修し碑を立てるまで、約 1000
年間続く。その間に刻み穿たれた窟は、約１千余に及んでおり、そのため千仏洞と呼ばれている。 
今日、塑像や壁画があるのは、合計 492 窟で、その大部分は南方 1000 メートルに集中しており、
北方 600 メートルは画工窟となっていて、見るべきものは無い。 
 
       弐師泉詠 
    賢哉李広利    賢なる哉 李広利、 





    路指三危逈    路は三危を指して逈
とお
く、 
    山連万里枯    山は万里に連りて枯る。 
    抽刀刺石壁    刀を抽
ぬ
いて石壁を刺し、 
    発矢落金鳥    矢を発して金鳥を落とす。 
    志感飛泉湧    志 感じて飛泉湧き、 
    能令士馬甦    能く士馬をして甦ら令む。 
 

























    渥洼為小海    渥洼 小海と為り、 





    花裏牽糸去    花裏 糸を牽
ひ
きて去り、 
    雲間曳練来    雲間 練を曳
ひ
きて来る。 
    騰驤走天闕    騰驤
とうじょう
して天闕に走り、 
    滅没下章台    滅没して章台に下る。 
    一入重泉底    一たび重泉の底に入れば、 














































     万里通西域    万里 西域に通じ、 
     千秋尚有名    千秋 尚お名有り。 
     平沙迷旧路    平沙 旧路を迷わし、 





     馬□無人問    馬□人の問う無く、 
     晨鶏吏不聴    晨鶏 吏聴かず。 
     遥瞻廃闕下    遥かに瞻る廃闕の下、 
     昼夜復誰扄    昼夜 復誰か扄らん。 
  





























陽関臨絶漠    陽関 絶漠に臨
のぞ
めば、 















      体明同夜月    体明らかにして夜月に同じく、 
      色浄含秋霜    色浄らかにして秋霜を含む。 
































     用人祭淫水    用人 淫水を売り、 
     黍稷信非馨    黍稷 信に馨に非ず。 
     西豹追河伯    西豹 河伯を追い、 
     蚊龍遂隠形    蚊龍 遂に形を隠す。 
     紅粧随洛浦    紅粧 洛浦に随い、 
     緑鬢逐浮萍    緑鬢 浮萍を逐う。 
     尚有銷金冶    尚お金を銷かすの冶有り、 
     何會玉女亭    何ぞ會って玉女亭のみならんや。 
 



































     瑟瑟焦山下    瑟瑟 焦山の下、 
     悠悠採幾歳    悠悠 採ること幾歳。 












     色入青霄裏    色は青霄の裏に入り、 
88 
 
     光浮黒碩辺    光は黒碩の辺に浮かぶ。 
     世人偏重此    世人 偏に此を重んじ、 
























     昔時与聖帝    昔時 聖帝に与
くみ
し、 
     遺廟在燉煌    遺廟 燉煌に在り。 
     叱咤雄千古    叱咤 千古に雄し、 
     英威静一方    英威 一方を静む。 
     牧童歌塚上    牧童 塚上に歌い、 
     狐兎穴墳傍    狐兎 墳傍に穴す。 
     晋史伝韜略    晋史 韜略
とうりゃく
を伝え、 







 李廟が李暠の廟であることは、『晋書』巻 87・『魏書』巻 99 の記載によって明らかである。「韜
略」は、孫子・呉子とならぶ兵法書のことであり、李暠がそれらの兵法に通じていたので詠み込ん
だのである。 










       貞女台詠 
     貞白誰家女    貞白 誰が家の女
むすめ
ぞ、 
     孤標坐此台    孤標 此の台に坐す。 
     青蛾随月転    青蛾 月に随って転じ、 
     紅粉向花開    紅粉 花に向って開く。 
     二八無人識    二八 人の識る無く、 
     千秋已作灰    千秋 已に灰と作る。 
     潔身終不嫁    身を潔くして終に嫁せざるは、 

























     板築安城日   板築
はんちく
 安城の日、 







     一州祈景祚   一州 景祚
け い そ
を祈り、 










     精霊若有憑   精霊 憑
のりうつ
ること有るが若し。 
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         墨池詠 





     尽妙許張芝    尽妙 張芝を許す。 
     草聖雄千戸    草聖 千戸に雄にして、 
     芳名冠一時    芳名 一時に冠たり。 
     舒牋行鳥跡    牋を舒べ鳥跡を行
や
り、  
     研墨染魚緇    墨を研ぎ魚緇を染む。 
     長想臨池処    長想す臨池の処、 

















        半壁樹詠 
     半壁生奇木    半壁 奇木を生じ、 
     盤根到水涯    盤根 水涯に到る。 
     高柯篭宿霧    高柯 宿霧を篭
こ
め、 
     密葉隠朝霞    密葉 朝霞に隠る。 
     二月含青翠    二月 青翠を含み、 
     三秋帯紫花    三秋 紫花を帯ぶ。 
     森森神樹下    森森たる神樹の下、 




























     池草一攢別    池草一たび攢
あつ
まりて別れ、 
     能芳二月春    能く二月の春芳る。 
     □□□水嬾    □□ 水を□して嬾
ものう
く、 
     翠色出埿連    翠色 埿を出でて連る。 
     弄舞飡花□    弄舞 花を飡
くら
うの□、 
     潜驚触鈎鱗    潜かに驚く鈎に触るるの鱗。 
     芳菲観不厭    芳菲 観れども厭かず、 





















   
     英雄伝賀抜    英雄 賀抜を伝え、 
     割拠住燉煌    割拠して燉煌に住す。 
     五郡徴般匠    五郡 般匠を徴
め
し、 
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     千金造□堂    千金□堂を造る。 
     綺簷安獣瓦    綺簷に獣瓦を安んじ、 
     粉壁架虹梁    粉壁に虹梁を架す。 
     峻宇称無徳    峻宇も徳無しと称し、 























     郭門望京処    郭門 京を望む処、 





     水北通西域    水北 西域に通じ、 
     橋東路入秦    橋東 路
みち
秦にいる。 
     黄沙吐双□    黄沙 □双を吐き、 
     白草□三春    白草 三春□。 
     不見中華使    中華の使を見ずして、 



















     両樹夾招提    両樹 招提を 夾
さしはさ
み 
三春引影低    三春 影を引きて低し。 
葉中微有字    葉中 微かに字有り、  
     階下已成蹊    階下 已に蹊
みち
を成す。  
     含粲同脩短    粲を含んで脩短を同じくし、 







     不容凡鳥坐    凡鳥の坐を容
ゆる
さずして、 
























     嘗聞鑿壁井    嘗て聞く鑿壁の井、 
     茲水□為霊    茲の水 □も霊と為す。 
     色帯三春淥    色は帯ぶ三春の淥、 
     芳伝一□清    芳は伝ふ一□の清。 
     玄言称上善    玄言 上善を称し、 
     図録着高名    図録 高名を着く。 
     徳重勝□□    徳の重きは□□に勝り、 
     諸流両且軽    諸流 両つながら且つ軽し。 












       分流泉詠 
     地湧澄泉美    地より湧きて澄泉美なり。 
     環城本自奇    城を環
めぐ
りて本 自ら奇なり。 
     一源分異流    一源 異流に分れ、 
     両道入湯池    両道 湯池に入る。 
     □上青蘋合    □上 青蘋合し、 
     州前翠柳垂    州前 翠柳垂る。 
     況逢佳景処    況んや佳景に逢うの処、 


































年 号 西 暦 事  項 
開元 ２９ ７４１  
天宝  １ ７４２ 沙州を燉煌郡に改める。 
    ２ ７４３  
    ３ ７４４  
    ４ ７４５ ウィグルが西突厥を滅ぼす。安国のクタイバの遣使に、帰
義王の号を授封。楊太真、貴妃となる。 
    ５ ７４６  
    ６ ７４７  
    ７ ７４８ 哥舒翰が吐蕃を破る。 
    ８ ７４９  
    ９ ７５０  
    10 ７５１ 敦煌のソグド人の戸数は約 300、人口は約 1400 人、高仙
芝、タラスの戦いでアラブ軍と対戦し敗北す。 
    11 ７５２  
至徳  １ ７５６ 河西の諸部族、自立せんとして乱る。玄宗、蜀に逃亡。 
    ２ ７５７ ソグド人、富貴城を建設。粛宗、長安･洛陽を回復。 
乾元  １ ７５８ 唐朝の空名度僧牒、沙州敦煌にも通達実施。 
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    ２ ７５９ 吐蕃、粛州を攻撃するも、講和の約が成立し休戦。 
上元  １ ７６０ 史思明が洛陽を占領。 
    ２ ７６１  
宝応  １ ７６２ 李白没。 
広徳  １ ７６３ 吐蕃、長安に侵入。安史の乱終結。 
    ２ ７６４ 吐蕃、邠州と奉天を攻撃す。河西節度使の楊志烈、突厥に
殺される。 
永泰  １ ７６５ 僕固・吐蕃・党項・羌・吐谷渾・回紇は大挙して入倭。 
大暦  １ ７６６ 吐蕃、霊州を攻撃す。甘州は落城。河西節度使楊休明、沙
州に移鎮。 
  ２ ７６７ 吐蕃、粛州を陥落させる。漢民族の支配は瓜沙２州のみ。 
    ３ ７６８ 吐蕃、再び霊州を攻撃。 
    ４ ７６９  
    ５ ７７０ 杜甫没。 
    ６ ７７１  
    ７ ７７２  
    ８ ７７３  
    ９ ７７４ 僧の曇曠は、敦煌にて「大乗百法明門論開宗義決」を撰述。 
  10 ７７５  
    11 ７７６ 瓜州、吐蕃のために落城。「李太賓修功徳碑」建立。 
    12 ７７７ 河西節度使周鼎、敦煌を固守。 
    13 ７７８ （安史の乱より２４年目） 
    14 ７７９  
建中  １ ７８０ 両税法を施行。均田制の崩壊。 





いる。本稿ではペリオ 2983 号と、ペリオ 3870 号を底本にして書き下し文と解釈を試みた。 






















































掘調査に取り組み、加藤教授を団長に 1989、91、93 年の 3 回にわたり調査を行った。その後、不
肖私も 2006、07 年に同遺跡の追加調査を行い、この仏教遺跡のおよその状況をつかむことがで
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